
集
合
場
所
　
荒
川
豊
蔵
資
料
館
駐
車
場

※
12
月
19
日
（
土
）
は
久
々
利
公
民
館
。

申
込
方
法
　
希
望
す
る
期
日
、
参
加
者
氏

名
（
３
人
ま
で
）、
代
表
者
の
住
所
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
各
回
に
つ
き
１
枚

の
は
が
き
で
申
し
込
む

送
付
先
　
〒
５
０
９-

０
２
９
２　

広
見

一
丁
目
１
番
地　

可
児
市
役
所
観
光
交

流
課

申
込
締
切
　
11
月
20
日
（
金
）
当
日
消
印

有
効
（
同
課
に
持
参
す
る
場
合
は
午
後

５
時
15
分
ま
で
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、11
月
25
日（
水
）

午
前
10
時
に
市
役
所
３
階
観
光
交
流
課

で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
当
選
者
の
み
詳
細
を
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
合
先
　
観
光
交
流
課

共
通
事
項

　

瀧
口
喜
兵
爾
さ
ん
は
、
陶
芸

家
の
加
藤
十
右
衛
門
に
師
事
し

た
後
、
独
立
。
長
男
の
大
喜
さ

ん
と
共
に
、
織
部
を
中
心
に
作

陶
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
の
中
に
あ
る
窯
場
は
、
こ
こ
大
萱
に

し
か
な
い
」
と
の
言
葉
ど
お
り
、
自
然
あ
ふ
れ

る
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
お
り
、
作
品
に
も
そ

の
穏
や
か
さ
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
美
濃
焼
が
出

来
上
が
る
工
程
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ

き
、
絵
付
け
も
体
験
で
き

ま
す
。

　

美
濃
大
平
の
陶
祖
・
加
藤

景
豊
の
流
れ
を
く
み
、
岐
阜

県
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認

定
さ
れ
た
加
藤
十
右
衛
門
の

三
男
弥
右
衛
門
さ
ん
と
そ
の

娘
の
裕
子
さ
ん
。
美
濃
桃
山
陶
の
伝
統
技
法
を

ベ
ー
ス
に
、
志
野
、
黄
瀬
戸
、
織
部
、
美
濃
伊

賀
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弥
七
田

古
窯
に
窯
が
隣
接
し
て
お
り
、
洗
練
さ
れ
た
意

匠
の
弥
七
田
織
部
も
作
陶
し

て
い
ま
す
。

　

陶
芸
体
験
の
合
間
に
は
、
風

情
あ
る
茶
室
で
お
抹
茶
を
一

服
い
た
だ
け
ま
す
。

　

樋
口
雅
之
さ
ん
は
、
備
前
焼
の
陶
芸
家
・
山

本
陶
秀
に
師
事
し
た
後
、
独
立
。
志
野
を
中
心

に
作
陶
し
て
い
ま
す
。

　

受
け
継
が
れ
て
き
た
価
値
観
や
生
活
環
境
が

変
わ
る
中
、「
美
濃
桃
山
陶
の
本
質
と
は
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
陶
芸
に
限
ら
ず
時
代

を
生
き
て
き
た
名
品
に
影
響
を
受
け
、
自
身
が

受
け
た
感
覚
や
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
積
も

り
重
な
っ
て
い
っ
た
想
い
、
電
撃
的
な
閃ひ

ら
め

き
の

よ
う
な
も
の
、
ま
た
美
し
い
と
思
え
る
も
の
を

素
材
と
そ
れ
を

生
か
す
火
を
与

え
、
自
分
の
手

を
通
し
て
作
品

に
反
映
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
な

か
な
か
目
に
す

る
こ
と
の
で
き

な
い
窯
焚
き
を

見
学
で
き
ま

す
。

　

吉
田
喜
彦
さ
ん
は
、
人
間
国
宝
の
荒
川
豊
蔵
と
濱
田

庄
司
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
独
自
の
美
学
を
追
及
し
て

き
ま
し
た
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
様
々
な
も
の
を
観
る
こ
と
が
好
き
で
、

陶
磁
器
に
留
ま
ら
ず
、
世
界
の
古
民
具
な
ど
を
収
集
し

て
き
ま
し
た
。

　

い
い
も
の
を
観
る
、
そ
し
て
そ
の
も
の
の
精
神
性
を

感
じ
思
考
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
た
吉
田
さ
ん
が

や
き
も
の
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

期
日　

12
月
19
日
（
土
）

時
間　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

久
々
利
公
民
館

テ
ー
マ　

や
き
も
の
の
話

募
集
人
数　

40
人

参
加
費　

無
料

瀧
口  

喜き

兵へ
い

爾じ

加
藤  

弥や

え

も

ん

右
衛
門

講
演
会

　
　
陶
芸
家 

吉
田
喜
彦
さ
ん
が
語
る
こ
と

瀧
口  

大だ
い

喜き

加
藤  

裕ゆ
う

子こ

樋
口  

雅
之

かに窯めぐりは、豊かな自然を身にまとい作陶している窯元を探訪する企画です。
作陶工房では、織部の釉薬へのこだわりや４００年の歴史を体験できる絵付け、炎燃え盛る大窯の窯
焚きの見学など、日頃出会えない時間を楽しんでいただけます。また、荒川豊蔵との思い出話など、
陶芸家ならではの興味深いエピソードにあふれています。
美濃桃山陶の聖地で、４００年前の陶工たちの息遣いや足跡を感じながら作陶する現代の陶芸家の「土
を見、炎を観る」眼差しに接してみませんか。

美濃桃山陶の聖地 かに窯めぐり

撮影：小寺克彦

12/1（火）午後１時～３時
内容　制作実演見学、絵付け体験など
募集人数　10 人程度　　参加費　5,000 円

12/4（金）午後１時～３時
内容　絵付け体験など
募集人数　５人程度　　参加費　5,000 円

12/2（水）午後１時～２時
内容　窯焚きの見学
募集人数　５人程度　　参加費　無料

・希望する期日

（代表者のみ）
・氏名

・住所

・電話番号

（代表者以外）
・氏名 (２人まで）

裏面

はがき記入例

　 5 0 9 - 0 2 9 2

広
見
一
丁
目
１
番
地

可
児
市
役
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観
光
交
流
課 

宛

表面
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